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2024 年 5 月 1 日 

横浜正金銀行の創設：福澤諭吉と大隈重信 

大阪市立大学名誉教授・経済学博士 
山下 英次 

旧東京銀行の前身である横浜正金銀行（YSB）は、1880 年（明治 13年）に創設され

たが、そこには、福澤諭吉と大隈重信の二人が深くかかわった。当時、1873年から 1880

年まで長年にわたり大蔵卿（大臣）を務めていた大隈重信は、日本の国策として、貿易

金融・外国為替に特化した銀行の必要性を深く認識し、内々に福澤諭吉に相談した。そ

の結果、設立されたのが横浜正金銀行である。このように、慶應義塾と早稲田大学の創

設者で明治の巨人二人が、YSBの創設に深くかかわったことは興味深い。 

福澤は、慶應義塾で自分の教え子であった中村道太（1836～1921 年）と小泉信（のぶ）

吉（きち）（1849~1894 年）の二人を紹介した。そして、中村は、YSB の初代頭取に、

小泉は副頭取に、それぞれ就任した。小泉信吉は、後に慶應義塾塾長となるが、彼の息

子で福澤の膝下で育った小泉信三（1888～1966 年）もまた、戦前から戦後にかけて長

年、慶應義塾塾長を務めることになる。幼少期に父を亡くした小泉信三は、一時期、福

澤邸に身を寄せていたことがあるのである。 

YSBの歴代頭取には、興味深い人物が就任している。例えば、第 3代の白洲退蔵（1829

～1891年）は、幕末に、摂津国有馬郡の三田藩の重役として藩政に関わった人物である

が、終戦直後、吉田茂首相の右腕として対 GHQ交渉などを担当した白洲次郎の祖父に

当たる。また、第 5代頭取は高橋是清、第 10 代頭取は井上準之助である。 

ところで、日本銀行創設の経緯も興味深い。横浜正金銀行ができてほどなくして、日

本にも中央銀行が必要だということになった。一橋大学の寺西重郎名誉教授によると、

当時、慶應義塾のグループは、横浜正金銀行がすでにあるので、これをわが国の中央銀

行にしたらよいと主張したそうである。それに対して、薩長中心の藩閥政府の人達は、

新たに中央銀行を作るべしということで、両グループが対立した。最終的には、慶應義

塾のグループが敗れ、日本銀行が、1882 年（明治 15 年）に設立されたということであ

る。 

（IIMAメールマガジンへの寄稿） 
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